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   シンボルキャラクター 
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図図
っっ
てて
いい
きき
たた
いい
とと
考考
ええ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

第第
二二
期期
地地
域域
福福
祉祉
計計
画画
はは
、、
四四
年年
間間
でで
なな
すす

べべ
きき
重重
点点
目目
標標
がが
設設
定定
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

基基
本本
方方
針針
一一
「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
」」（（
地地

域域
のの
行行
事事
にに
参参
加加
しし
よよ
うう
・・
核核
家家
族族
のの
子子
育育
てて

不不
安安
をを
解解
消消
・・
意意
見見
をを
聴聴
取取
すす
るる
会会
、、
講講
演演
会会

のの
開開
催催
・・
学学
校校
とと
のの
交交
流流
））。。
基基
本本
方方
針針
二二
「「
施施

設設
のの
活活
用用
」」（（
子子
どど
もも
たた
ちち
へへ
のの
支支
援援
・・
元元
気気
なな

高高
齢齢
者者
にに
よよ
るる
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
支支
援援
））。。
基基
本本

方方
針針
三三
「「
緊緊
急急
時時
のの
支支
援援
・・
対対
応応
」」（（
災災
害害
時時
避避

難難
誘誘
導導
体体
制制
のの
充充
実実
・・
七七
十十
二二
時時
間間
（（
三三
日日
間間
））

自自
給給
生生
活活
のの
徹徹
底底
・・
地地
域域
のの
諸諸
団団
体体
、、
行行
政政
機機

関関
とと
のの
連連
携携
））。。
基基
本本
方方
針針
四四
「「
身身
近近
なな
生生
活活
支支

援援
」」（（
安安
否否
のの
確確
認認
・・
まま
ちち
のの
安安
全全
点点
検検
））。。
基基

本本
方方
針針
五五
「「
交交
通通
対対
策策
」」（（
地地
域域
住住
民民
のの
実実
態態
把把

握握
・・
移移
送送
ササ
ーー
ビビ
スス
事事
業業
のの
検検
討討
・・
歩歩
道道
等等
のの

改改
善善
））
がが
挙挙
げげ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

「「
地地
域域
住住
民民
のの
きき
ずず
なな
をを
深深
めめ
、、
みみ
んん
なな
がが

手手
をを
結結
びび
合合
いい
、、
住住
みみ
よよ
いい
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
推推

進進
すす
るる
」」
ここ
のの
基基
本本
理理
念念
実実
現現
のの
たた
めめ
、、
皆皆
ささ

んん
とと
とと
もも
にに
歩歩
んん
でで
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。

ごご
支支
援援
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。  

  

「「見見
せせ
まま
しし
ょょ
うう
」」  

  

緑緑
区区
地地
域域
福福
祉祉
計計
画画
推推
進進
のの
底底
力力
をを  

  
  
  
  
  
  
  

委委
員員
長長  

岡岡  

本本  

博博  

幸幸  

  

「「
見見
せせ
まま
しし
ょょ
うう
、、
野野
球球
のの
底底
力力
をを
。。
見見
せせ

まま
しし
ょょ
うう
、、
野野
球球
選選
手手
のの
底底
力力
をを
。。
見見
せせ
まま
しし

ょょ
うう
、、
野野
球球
フフ
ァァ
ンン
のの
底底
力力
をを
。。
共共
にに
頑頑
張張
ろろ

うう
、、
東東
北北
、、
支支
ええ
合合
おお
うう
、、
ニニ
ッッ
ポポ
ンン
。。」」  

  

四四
月月
二二
日日
札札
幌幌
でで
行行
わわ
れれ
たた
日日
本本
ハハ
ムム
対対
楽楽

天天
のの
慈慈
善善
試試
合合
でで
、、
楽楽
天天･･

嶋嶋
基基
宏宏
捕捕
手手
選選
手手
会会

長長
のの
スス
ピピ
ーー
チチ
でで
すす
。。
感感
動動
的的
なな
挨挨
拶拶
とと
しし
てて
、、

多多
くく
のの
国国
民民
にに
感感
銘銘
をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。  

  
そそ
しし
てて
、、
七七
月月
二二
十十
五五
日日
のの
オオ
ーー
ルル
スス
タタ
ーー

第第
三三
戦戦
のの
セセ
レレ
モモ
ニニ
ーー
でで
嶋嶋
選選
手手
がが
、、
まま
たた
もも

感感
動動
的的
なな
名名
スス
ピピ
ーー
チチ
をを
いい
たた
しし
まま
しし
たた
。。「「
生生

かか
ささ
れれ
てて
いい
るる
僕僕
たた
ちち
はは
、、
自自
分分
のの
人人
生生
をを
切切

りり
開開
いい
てて
いい
くく
使使
命命
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
ヒヒ
トト
のの
生生

きき
るる
力力
にに
貢貢
献献
すす
るる
ここ
とと
。。
一一
緒緒
にに
感感
動動
をを
分分

かか
ちち
合合
いい
、、
熱熱
くく
なな
りり
、、
ヒヒ
トト
のの
力力
をを
信信
じじ
てて

前前
をを
向向
いい
てて
歩歩
いい
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
」」
とと
スス
ピピ

ーー
チチ
をを
しし
てて
観観
衆衆
かか
らら
大大
きき
なな
拍拍
手手
をを
浴浴
びび
まま

しし
たた
。。  

  

引引
用用
がが
長長
くく
なな
りり
まま
しし
たた
がが
、、
ここ
のの
言言
葉葉
のの

中中
にに
地地
域域
福福
祉祉
をを
推推
進進
すす
るる
、、
私私
たた
ちち
のの
思思
いい
、、

願願
いい
、、
気気
持持
ちち
がが
込込
めめ
らら
れれ
てて
いい
るる
とと
思思
いい
まま

しし
たた
。。  

  

「「
見見
せせ
まま
しし
ょょ
うう
、、
野野
球球
のの
底底
力力
をを
」」
をを
「「
見見

せせ
まま
しし
ょょ
うう
、、
緑緑
区区
のの
底底
力力
をを
」」「「
見見
せせ
まま
しし
ょょ

うう
、、
地地
域域
のの
底底
力力
をを
」」「「
見見
せせ
まま
しし
ょょ
うう
、、
福福
祉祉

のの
底底
力力
をを
」」「「
見見
せせ
まま
しし
ょょ
うう
、、
地地
域域
のの
絆絆
のの
底底  
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力力
をを
」」
とと
いい
うう
よよ
うう
にに
。。「「
人人
間間
力力
、、
地地
域域
力力
、、

福福
祉祉
力力
、、
自自
治治
会会
力力
、、
向向
ここ
うう
三三
軒軒
両両
隣隣
力力
」」

とと
いい
うう
よよ
うう
にに
自自
分分
のの
考考
ええ
てて
いい
るる
言言
葉葉
にに
置置

きき
かか
ええ
てて
読読
むむ
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
とと
思思
うう
かか
らら
でで

すす
。。  

  

三三
月月
十十
一一
日日
金金
曜曜
日日
。。
東東
日日
本本
大大
震震
災災
はは
、、

未未
曽曽
有有
のの
大大
災災
害害
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
れれ
にに
伴伴

うう
福福
島島
原原
発発
のの
災災
害害
はは
いい
まま
だだ
収収
束束
すす
るる
見見
通通

しし
もも
立立
たた
ずず
そそ
のの
影影
響響
はは
、、
農農･･

漁漁･･

畜畜･･

工工･･

そそ

しし
てて
市市
民民
生生
活活
にに
計計
りり
知知
れれ
なな
いい
問問
題題
をを
残残
しし

てて
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
復復
興興
へへ
のの
道道
のの
りり
はは
、、

一一
歩歩
一一
歩歩
這這
いい
上上
がが
っっ
てて
いい
るる
のの
がが
現現
状状
でで

すす
。。
そそ
しし
てて
、、
復復
興興
にに
はは
、、
世世
界界
かか
らら
注注
視視
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
れれ
にに
答答
ええ
るる
にに
はは
、、「「
絆絆
」」
のの

言言
葉葉
にに
象象
徴徴
ささ
れれ
るる
よよ
うう
にに
つつ
なな
がが
りり
とと
分分
かか

ちち
合合
いい
をを
大大
切切
にに
しし
てて
震震
災災
のの
復復
興興
をを
成成
しし
遂遂

げげ
なな
くく
てて
はは
なな
らら
なな
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

ここ
のの
よよ
うう
なな
年年
にに
第第
二二
期期
緑緑
区区
地地
域域
福福
祉祉
計計

画画
がが
完完
成成
しし
、、
二二
十十
六六
年年
度度
にに
かか
けけ
てて
のの
福福
祉祉

計計
画画
推推
進進
のの
内内
容容
がが
決決
定定
しし
実実
践践
のの
時時
をを
迎迎
ええ

まま
しし
たた
。。
震震
災災
時時
にに
スス
タタ
ーー
トト
すす
るる
ここ
とと
はは
、、

大大
変変
意意
義義
深深
いい
ここ
とと
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
のの

第第
一一
はは
、、
地地
域域
共共
同同
体体
がが
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
。。

第第
二二
はは
、、
人人
とと
人人
とと
のの
絆絆
のの
大大
切切
ささ
がが
問問
わわ
れれ

てて
いい
るる
ここ
とと
。。
第第
三三
はは
、、
地地
域域
とと
行行
政政
のの
一一
体体

化化
がが
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
。。
第第
四四
はは
、、
人人
のの
生生

きき
方方「「
ヒヒ
トト
のの
生生
きき
るる
力力
にに
貢貢
献献
すす
るる
ここ
とと（（
嶋嶋

選選
手手
のの
言言
葉葉
））」」
がが
問問
わわ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
でで
しし
ょょ  

うう
。。
ここ
れれ
らら
のの
ここ
とと
をを
念念
頭頭
にに
置置
いい
てて
推推
進進
をを 
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◆◆
元元
気気
でで
頑頑
張張
っっ
てて
いい
まま
すす
！！  

 

平
山
小
学
校
地
区
体
育
振
興
会
（
会
長 

松
澤 

衛
二
）
で
は
、
地
域
の
方
々
の
健

康
増
進
・
住
民
相
互
の
親
睦
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
数
々
の
体
育
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
他
地
域
で
も

盛
ん
に
実
施
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
当
会
で
も
年
五
回
実
施
し
、
毎
回
た

く
さ
ん
の
地
区
の
方
々
が
参
加
し
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
と
同
時
に
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。 

           

   

◆◆
東東
日日
本本
大大
震震
災災
でで
被被
災災
ささ
れれ
たた
高高
齢齢  

者者
のの
方方
々々
にに
膝膝
掛掛
けけ
をを
送送
りり
まま
すす
。。 

            

誉
田
二
丁
目
い
き
い
き
サ
ロ
ン
『
ひ
ま

わ
り
』
は
、
被
災
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
々

に
、
東
北
地
方
の
冬
の
寒
さ
を
尐
し
で
も

和
ら
い
で
も
ら
う
よ
う
に
と
の
思
い
で
、

私
た
ち
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
仲
間
た
ち

が
頑
張
っ
て
膝
掛
け
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
サ
ロ
ン
『
ひ
ま
わ
り
』
の
仲
間

た
ち
も
高
齢
者
の
集
ま
り
で
あ
り
、
今
回

の
大
震
災
で
は
弱
者
高
齢
者
の
苦
し
さ

や
悲
し
さ
は
心
が
痛
む
ほ
ど
分
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
す
。 

 

そ
の
為
、
サ
ロ
ン
の
仲
間
た
ち
は
東
北

地
方
が
寒
く
な
る
前
ま
で
に
間
に
合
う

よ
う
に
、
縫
い
合
わ
せ
し
て
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
膝
掛
け
を
作
り
送
り
ま
す
。 

   

◆◆
椎椎
名名
のの
「「ふふ
れれ
ああ
いい
食食
事事
会会
」」でで
はは  

ここ
んん
なな
ここ
とと
をを
しし
てて
いい
まま
すす 

 

み
ん
さ
ん
高
齢
に
な
る
と
、
つ
い
面
倒

く
さ
く
な
り
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
楽
し
め
る
目
的
が
あ
っ
て
も
な
か

な
か
出
歩
か
な
く
な
り
ま
す
。 

 

椎
名
地
区
で
は
、
た
だ
集
ま
っ
て
食
事

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、 

 

●
会
場
ま
で
の
歩
け
歩
け
運
動 

 

●
食
前
の
「
お
し
ゃ
べ
り
」
タ
イ
ム 

 

●
健
康
維
持
の
た
め
の
生
活
の
知
恵 

 

●
み
ん
な
で
唄
う
「
懐
か
し
い
歌
」 

 

●
み
ん
な
で
遊
べ
る
ゲ
ー
ム 

 

●
芸
達
者
会
員
に
よ
る
踊
り 

 

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
む 

 
●
椎
名
小
学
童
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」 

な
ど
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
慢
で
き
る
の
は
、
色
彩
も
豊
か
な
歳

時
を
示
す
弁
当
の
包
み
紙
で
す
。
こ
れ
は
、

八
十
四
歳
の
光
輝
高
齢
会
員
の
作
品
で
、

弁
当
を
食
べ
る
前
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、

話
し
に
花
が
咲
き
ま
す
。 

          

◆◆
子子
どど
もも
たた
ちち
をを
地地
域域
のの
みみ
んん
なな
でで  

見見
守守
っっ
てて
いい
まま
すす 

 

椎
名
地
区
は
、
ま
だ
自
然
が
多
く
残
り
、

林
や
野
の
草
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
の
登

下
校
時
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
そ
の
反
面
、
見
通
し
が
悪
く

人
通
り
も
尐
な
い
た
め
、
安
全
面
で
は
注

意
を
要
す
る
地
域
で
す
。 

 

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
昆
虫
や

草
花
に
触
れ
さ
せ
、
感
受
性
豊
か
で
ル
ー 

ル
を
守
る
子
ど
も 

に
育
つ
よ
う
、
尐 

し
の
道
草
は
容
認 

し
て
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

防
犯
隊
員
達
は
、
付 

か
ず
離
れ
ず
、
行 

動
と
安
全
を
し
っ 

か
り
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

・
・ 

誉

田

地

区 

椎

名

地

区 



   

◆◆
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
研研
修修
とと
交交
流流
のの
集集
いい  

土土
気気
公公
民民
館館
でで
八八
十十
二二
名名
参参
加加 

 

七
月
十
三
日
（
水
）、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
石
倉
亜
紀
さ
ん
の
指

導
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

い
き
い
き
サ
ロ
ン
・
散
歩
ク
ラ
ブ
・
子

育
て
サ
ロ
ン
・
食
事
サ
ー
ビ
ス
で
活
動
し

て
い
る
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加

し
、
健
康
維
持
に
役
立
つ
運
動
、
サ
ロ
ン

な
ど
の
活
動
に
利
用
で
き
る
運
動
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

歌
に
合
わ
せ
て
指
の
運
動
、
二
人
組
に

な
り
タ
オ
ル
を
使
っ
て
の
反
射
運
動
、
ゲ

ー
ム
的
運
動
で
は
歓
声
が
上
が
り
、
や
や

難
し
か
っ
た
で
す
が
、
楽
し
い
運
動
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
脳
を
使
い
『
正
し
い

運
動
方
法
を
知
っ
て
自
分
も
周
り
も
元

気
に
な
ろ
う
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
通
り
意

識
的
に
運
動
す
る
方
が
効
果
的
だ
と
い

う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。 

 

運
動
の
後
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
軽

食
を
と
り
な
が
ら
歓
談
し
、
和
や
か
で
意

義
の
あ
る
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。 

【
社
協
土
気
地
区
部
会
】 

                            

   

◆◆
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
づづ
くく
りり
懇懇
談談
会会  

 

平
成
七
年
に
地
域
住
民
の
連
帯
意
識

を
高
め
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進
を
図

る
事
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
懇
談
会

で
す
が
、
こ
の
六
月
の
全
体
会
で
幕
を
閉

じ
、
新
会
長
の
も
と
、
事
務
局
体
制
も
一

新
し
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
団

体
を
背
負
わ
ず
個
人
の
意
思
で
参
加
し

よ
う
と
の
呼
び
か
け
で
自
主
的
に
理
事

な
ど
三
十
名
近
く
が
集
ま
り
七
月
三
十

一
日
の
臨
時
全
体
会
で
始
動
で
す
。
お
ゆ

み
野
全
体
の
方
が
個
人
で
も
団
体
で
も

関
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
広
げ
て

い
く
の
が
こ
の
懇
談
会
で
す
。
こ
み
こ
ん

祭
り
も
含
め
て
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆◆
元元
気気
もも
りり
もも
りり
夏夏
休休
みみ
（（おお
楽楽
しし
みみ
会会
））

  

 

今
年
で
三
年
目
の
「
流
し
そ
う
め
ん
と

ス
イ
カ
割
り
」
は
、
障
が
い
児
と
そ
の
家

族
を
対
象
と
し
七
月
十
八
日
鎌
取
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
円
形
広
場
で
大
盛

況
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
々
参
加
者
が
増

え
今
年
は
六
十
七
名
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
有
意
義
な
会
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。【
障
が
い
者
福
祉
委
員
会
】 

       

◆◆
「「戦戦
争争
体体
験験
をを
語語
るる
会会
」」にに
参参
加加
しし
てて  

 

七
月
三
日
（
日
）、
お
ゆ
み
野
女
性
の

会
が
主
催
す
る
「
戦
争
体
験
を
語
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

戦
時
中
の
壮
絶
な
体
験
談
を
荒
井
さ

ん
（
当
時
十
二
歳
）
か
ら
お
話
し
い
た
だ

き
、
ち
ば
・
戦
争
体
験
を
伝
え
る
会
代
表

の
市
川
ま
り
子
さ
ん
は
「
炎
に
焼
か
れ
た

お
不
動
さ
ま
」と「
お
地
蔵
さ
ま
に
祈
る
」

の
紙
芝
居
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
元
小
学
校
長
の
徳
永
さ
ん
に
よ

り
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
使
っ
て
「
隣
組
」、

「
兵
隊
さ
ん
よ
あ
り
が
と
う
」、「
鐘
の
鳴

る
丘
」
等
の
昔
の
童
謡
を
参
加
者
全
員
で

楽
し
く
歌
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
と
っ
て

も
お
い
し
い
「
す
い
と
ん
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
た
だ
、
参
加
者
の
方
か
ら
当
時

の
味
を
振
り
返
る
と
、
こ
ん
な
に
お
い
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
…
と
の
声
も
。 

 

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
も
中

お
ゆ
み
野
地
区 

「「正正ししいい運運動動方方法法をを知知っってて、、自自分分もも回回りりもも元元気気ににななろろうう！！」」   

  活活動動ググルルーーププ別別のの意意見見交交換換    

難しい…。 

土

気

地

区 
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◆岡本 博幸(委員長) 

◆田宮 妙子(副委員長･広報部会委員) 

◆矢野 正康(副委員長) 

◆中村 和彦(広報部会委員) 

◆高金  進(広報部会委員) 

◆本田 英作(広報部会委員) 

◆稲山 京子(広報部会委員) 

◆秋山 正俊   ◆時田  豊 

◆烏山 美知子  ◆徳田 重雄 

◆大槻 勝三   ◆中村 輝男 

◆鴨 省次郎   ◆平山 ひろ子 

◆川瀬 康行   ◆山田  清 

◆小山 義春 

学
生
の
頃
、
今
は
亡
き
祖
父
か
ら
戦
争
の

体
験
談
を
よ
く
聞
い
た
の
を
思
い
出
し

ま
し
た
。 

 

悲
惨
な
戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
た
だ
、
今

も
世
界
中
の
ど
こ
か
で
戦
争
が
行 

わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ 

て
は
い
け
な
い
と
…
。【
N･
W
】 

                    

   

◆◆
「「緑緑
消消
防防
署署
敷敷
地地
内内
防防
災災
倉倉
庫庫
」」及及
びび

「「おお
ゆゆ
みみ
野野
ささ
くく
らら
公公
園園
非非
常常
用用
トト
イイ
レレ
」」

のの
見見
学学
会会
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
！！  

 

三
月
十
一
日
（
金
）
十
四
時
～
緑
区
地

域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
委
員
を
対
象

に
緑
区
役
所
地
域
振
興
課
安
全
安
心
係

職
員
の
案
内
に
よ
り
、
防
災
倉
庫
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
場
で
備
蓄
品
等
の
様
子

を
確
認
し
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
お
ゆ
み
野
さ
く
ら
公
園
に
移
動
し
、

非
常
用
ト
イ
レ
の
設
置
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

見
学
終
了 

後
、
緑
区
役 

所
で
意
見
交 

換
を
行
う
中
、 

東
日
本
大
震 

災
が
発
生
し
、 

参
加
し
た
委
員
に
と
っ
て
災
害
対
策
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
印
象
に
残
る
見

学
会
と
な
り
ま
し
た
。 

◆◆
「「千千
葉葉
市市
ああ
んん
しし
んん
ケケ
アア
セセ
ンン
タタ
ーー
裕裕

和和
園園
」」かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 

高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
な
ど
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
お
電
話
を
→
３
０
０-

４
８
５
５

（
月
～
土
、
九
時
～
十
八
時
） 

 

毎
月
第
一
火
曜
日
は
緑
保 

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
月 

第
二
木
曜
日
は
古
市
場
地
区 

で
出
張
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

（
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
） 

詳
し
く
は
右
記
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

         

【緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
】  

[h
ttp

://w
w

w
.city.ch

ib
a
.jp

/m
id

ori/ch
iik

ish
in

k
o/h

o

k
en

h
u

k
u

sic.h
tm

l]  

・高
齢
障
害
支
援
課 

高
齢
支
援
係(

☎
292-

8138) 

障
害
支
援
係(

☎
292-

8150) 

介
護
保
険
室(

☎
292-

9491) 

保
健
福
祉
総
合
相
談(

☎:

292-

8142) 

《高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
介
護
保
険
に
関
す
る

相
談
・申
請
・調
査
・認
定
等
》 

・社
会
援
護
課 

社
会
給
付
係
（☎
292-

8135) 

保
護
第
一
係
（☎
292-

8152
） 

保
護
第
二
係
（☎
292-

8153
） 

《生
活
保
護
費
の
給
付
・相
談
・申
請
受
付
等
》 

・こ
ど
も
家
庭
課
（☎
292-

8137)  

《保
育
所
、
子
ど
も
ル
ー
ム
、
子
ど
も
手
当
、
児
童
扶
養

手
当
、
児
童
に
対
す
る
福
祉
の
相
談
等
》 

・健
康
課 

す
こ
や
か
親
子
係(

☎
292-

2620) 

健
康
づ
く
り
係(

☎
292-

2630) 

こ
こ
ろ
と
難
病
の
相
談
係
（☎
292-

5066
） 

《母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
育
児
支
援
、
成
人
・高
齢
者

の
健
康
に
関
す
る
相
談
・訪
問
、
各
種
が
ん
健
診
等
》 

 

【社
会
福
祉
協
議
会
緑
区
事
務
所
・緑
区
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】(

☎
292-

8185) 

《地
域
福
祉
の
推
進
、
地
区
部
会
への
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談
や
各
種
講
座
の
開
催
、
車

椅
子
貸
出
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
相
談
等
》 

［http
://w

w
w

.ch
ib

a
-sh

a
k
y
o.com

/

］ 
 

【あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】 

・裕
和
園(

☎
300-

4855
） 

・千
寿
苑(

☎
295-

0110
） 

《介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
総
合
相
談
支
援
、
虐

待
の
早
期
発
見
・防
止
、
権
利
擁
護
等
》 

緑区福祉の相談窓口 

◇
◆
編
集
後
記
◆
◇ 

 

平
成
十
八
年
に
ス
タ
ー 

ト
し
た
『緑
区
地
域
福
祉 

計
画
』も
六
年
目
に
入
り
、
活

動
状
況
を
住
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
「
み
ど
り
の
き

ず
な
」も
第
15
号
を
発
刊
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
地
域
情

報
が
少
し
は
お
役
に
立
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

広
報
委
員
と
し
て
、
大
切
な

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
更

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
意

見
、
情
報
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
寄
せ
下
さ
い
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
（Ｎ
） 

  

第第 22期期  

緑緑区区地地域域福福祉祉計計画画 

http://www.misaki.rdy.jp/illust/kisetu/ivent/bousai/sozaitext/503.htm

